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研究成果概要 
ニュートリノ質量とフレーバーの混合行列（PMNS 行列）において、すべての混合角が測

定され、CP 非対称性と質量階層性の測定が残る課題となっている。有限の１３角（θ13）が
測定されたことから、大気ニュートリノにおいてもミューニュートリノから電子ニュートリ

ノへの振動が発生し、その振動振幅は質量階層性と大気ニュートリノが地球内部を通過する

際に生じる物質効果に依存していることが知られている。 
平成 27 年度は SK-IV のデータ量をアップデートして統計量を増やすとともに、振動解析

の見直しを行った。その結果、質量階層性

について、信頼度が 1 シグマ程度で大きく
はないが、正常階層（Normal hierarchy）
が逆階層よりもよく観測データに合ってい

ることが示された。また CP 非対称性パラ
メータ（δCP）は 270°辺りを示す結果と
なった。 
今後は SK-Gdに向けて、中性子遅延信号

を用いた反ニュートリノ識別を用いた、さ

らなる質量階層性判別の可能性を検討す

る。 
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図：振動解析による正常階層（青実線）と逆階層

（黄破線）とのχ2差のプロット。現在のところ、
SKデータはわずかに正常階層を支持している。 
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